
プロ・ジェットⅡＱ＆Ａ

 プロ・ジェット導入時、電気、エアーは？

 電気は一般家庭用AC100Vで充分(5A)
 ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄやﾎﾟﾘｱﾐﾄﾞは8kg/cm2で可

 ｱｸﾘﾍﾟﾚｯﾄやｱｸﾘｼｮｯﾄでは10kg/cm2必要

 コンプレッサー圧不足の場合（7気圧以下）

ブースタータンク、高圧小型ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰが必要



プロ・ジェットⅡＱ＆Ａ
 空気圧不足(7気圧以下)の場合？ 高圧CP
最高圧力12.7気圧 21.6気圧

標準価格:¥92.000            ¥160.000
実勢価格:¥65.000            ¥104.000

ﾏｷﾀ製 日立工機製



プロ・ジェットⅡＱ＆Ａ

 空気圧不足の場合？ ブースタータンク

 コンプレッサー元圧の2倍の圧力に

 ￥75.000+消費税程度



プロ・ジェットＱ＆Ａ

 設置スペースはどの程度必要？

 サイズはＷ400×Ｄ200×Ｈ517（ｍｍ）

 重量は約40kg



プロ・ジェットＱ＆Ａ

 レジン溶解炉は沢山有れば連続打ち込み
出来るのでは？

熱可塑性レジンの加熱は温度が5℃違えば又

3分程度長く係留するとレジンが膨張して溢れ

でてくる事があります。

時間差を設けて溶解しても2本が限界です。



プロ・ジェットⅡＱ＆Ａ
 温度制御の正確なメルトクイック



プロ・ジェットⅡＱ＆Ａ

 アクリショットを一気に320℃迄挙げると？

320℃到達10分後、膨張により蓋が持ち上がる

切断面内部 チューブ接触面



プロ・ジェットⅡＱ＆Ａ

 考察

★気泡の発生はレジン内部から

★チューブに触れた部分に気泡はない

レジン自身が加熱により水分放出され、気化して

膨張し気泡を形成すると考えられる。



プロ・ジェットＱ＆Ａ

 考察 レジン溶解前温度で係留
★レジンに含む水分を放出するのでは？

実験 200℃で20分係留すると
一気に300℃に加熱 200℃で係留後300℃



プロ・ジェットⅡＱ＆Ａ

 プロ・ジェットのエアー使用量は？

 125mmのｴｱｰｼﾘﾝﾀﾞｰでｽﾄﾛｰｸ120mm
 通常ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰで填入圧は1tonを確保

 ｽﾄﾛｰｸが短い分だけ使用量が少ない



プロ・ジェットⅡＱ＆Ａ

 レジン填入圧は何処で決まる？



プロ・ジェットⅡＱ＆Ａ

 レジン填入圧は何処で決まる？



プロ・ジェットＱ＆Ａ

 乾燥機を何故販売しないか？

 理化学機器では、汎用品

 殆どの歯科メーカーはOEM供給

 低温領域の加温器は故障が少ない



プロ・ジェットⅡＱ＆Ａ

 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄで調べた各社乾燥機

ヤマト科学製・ｱｽﾞﾜﾝ(別途消費税)

型番 庫内寸法 定価

EO-300V 300×300×300 86.000

DY300 300×310×300 89.000



プロ・ジェットⅡＱ＆Ａ
 溶解炉と填入一体型のメリットは？
熱可塑性レジンは凝固時収縮します

☆フラスコは90℃に加温

☆スピンドルは15℃

★粘膜面から凝固させるべき

★スプルーの立て方の考察



プロ・ジェットⅡＱ＆Ａ
 溶解時アルミチューブ使用orダイレクト？

 アルミは熱伝導性が高くステンは保温性が高い。
①硬化したレジンの取り外し

②レジン色焼け防止効果

③スリーブ汚れの巻き込み防止効果



プロ・ジェットⅡＱ＆Ａ

 プロ・ジェットは昇温速度が速いのは何
故？



プロ・ジェットⅡＱ＆Ａ
 フラスコは加温すべきor室温填入？

外型が硬化した後で内部硬化 押し湯効果が期待できる

内部応力が溜まりやすい 内部応力が溜まりにくい

変形の原因 変形が少ない



プロ・ジェットⅡＱ＆Ａ

 填入した床の石膏離れが悪いのは何
故？

填入圧が高すぎる 石膏面はﾎﾟｰﾗｽで軟らかい

粘膜面は研磨出来ない

1･4･ALL(2回塗り)
(光重合型石膏ｺｰﾄ材)
艶のある粘膜面



プロ・ジェットⅡＱ＆Ａ

 填入器には縦型と横型がありますが？

空気を巻き込み易いのは



プロ・ジェットⅡＱ＆Ａ
 填入器には縦型と横型がありますが？

空気を巻き込み易いのは横型になります｡

横型の器械では床の中心部等に大きな気泡を巻き込む

事があります｡

内部気泡は加圧下で解決

加熱重合ﾚｼﾞﾝの重合等でも圧力下重合が必要

2kg/cm2以下では気泡が消えません｡
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